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第 4 章では、光源から伝播した空間コヒーレンスを測定し、光源の 2 次元強度分布および位置により異なるスペク
トル分布を再生する新たな 2 次元干渉イメージングの原理を考案し、実験的に確かめている。
第 5 章では、光源の空間コヒーレンス状態や観測位置の制約が少ない新たな 3 次元干渉イメージングの手法を角ス
ペクトルの伝播則に基づ、いて考案するとともに、光源の 3 次元的強度分布を再生する実験結果を述べている o また、
測定系の分解能に関する議論もあわせて行っているo
第 6 章では、一般化放射輝度の空間分布を再生することによる 3 次元干渉イメージングの新たな手法を考案し、必
要とするデータの次元を一部下げることにより、第 5 章で述べられた原理と比較して、処理時間を大幅に短縮するこ
とを可能とした。
















(4) 空間的にインコヒーレントな光を発する物体の 3 次元干渉イメージングを行う際に、物体の位置が未知の場合で
も正確な像の再生が可能な方法を提案し、実験によりその有用性を確認しているo
(5) 相互スベクトル密度の伝播則に基づ、く 3 次元干渉イメージングを一般化放射輝度の再構成によって行う手法を提
案し、像強度を再生する場合と比較してデータ処理に要する時間を飛躍的に短縮することに成功しているo
以上のように、本論文は自由空間伝播に伴う光のスペクトル変化に関する有意義な知見を提供し、さらに空間周波
数領域における相互スベクトル密度の伝播則に基づ、く 3 次元像回復のための光学系とアルゴリズムを提案し、実験に
よりその有用性を明らかにしている o これらの成果は、応用物理学、特に光情報工学に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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